1-0 DATA HVT - BCT 300 S 


準備する 


M - MANU 2009が 


1 アンテナをつなぐ 


さまで使用しでいたアンテナケーブルをテレビからはずし、アンテナ入力につなぎます。 



巨 S /1 10度 CS 衛星放送ち利巧しでいる揚合は、同様に BS - 110 CS 端子に 
接続しでください。 


※地デジアンテナについで 

アンテナび地デジ （ UHF アンテナ）に対応しでいるか 
ご確認ください。 

UHF アンテナでちち向の調整び必要な揚含ちあります。 
ご不おの揚含はお近くの電気店等にご相談くださし、。 
CATV の場含 r パススルー環境」であればご覧いただ 
けまず。 

巧同アンテナの揚合は保守-管理業者に地デジ対脑し 
でいることをご確認ください。 

※衛星アンテナについで 

既に巨 S 衛星放送対胞アンテナをお持ちの揚含は、そ 
のままご利巧頂けます。 

CATV の揚合は『巨3パススルー環境』であればご覧 
いただけます。 

巧肢器を使巧しで地上デジタルと巨 S デジタルの双ち 
へ接続しでくださレ。 
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B - CAS 力ードを它ットする/電池を它ットする/ 
AC アダプターをつなぐ 


前面のふたを開け、 
B - CAS 力ード挿入□に、 
B - CAS 力ードを 
しっかりと奧まで 
拝し込んで 
ください。 


ム リモコンに電池を入れます。 


乾電池について 

乾電池政外の電池（巧電す電池、 
ニックル水素電池、ニッカド電池） 
等をご使巧にならないでくださし、。 


ゴ AC アダプターと 
AC ヶーブ I レをつなぎ、 
コン它ントに 
挿します。 



巧四おを電池を+— の向まを 
確おした上で它ツトします。 





AC アダプター（巧属品） 


4録画巧八ードディスクをつな 


ぐ 


録画しない場さは、5.へお道み<ださい。 

X 録画巧八ードディスクは別売りです。動作確認済み八ードディスクをご巧意 < ださし’ 
(動作お誘済みノ\—ドディスクー覧 http :// www . iodata . jp /) 



XUSB ポート端子は前面-背面の両方にあります。 


2 d AV クーブルをつなぐ 


(参害）テレビとの接続端子についで 

標賴質 —---^ 




X お使いのテレビによっては前面に 
端子びある場合ちあります。 


1 AV ケーフルで 

1 鬧 

1 D 端子ケーブルで 

■鬧 

1 HDMI ケーフルで 

J 接続 

1 1函白 

J mm 

■障 M 

J mm 



i U 



XI HDMI 、 D 端ろ-コンポジット端寺は同時に使ラことはできません。 
いすれか1つの端寺につないでください。 

( D 端ろとコンポジット端子は同時に出力できます。） 

詳しくは 【お 破説明書】を参照ください。 


それぞれ同じ色の 
端子につなぎます。 

f f f 

f I t 


X 節子び 2 毎の場さ 


ホケーブルは使巧しません。 





AV ケーブル(巧属品） 


上記接続は一例です。ほかの接続ちまについでは、 
左の【テレビとの接続端号じついで】を参照ください。 


b 巧巧設定する 


本製品のリモコンの 
電源ボタンを巧しで 
電源を入れます。 


青に点な 



1 IMWI HVl'-BLIBlI* 1 

己。四 P 口口 "sHw 


約1分でランプび青点なとなれば起動完3でホ 


2 テレビのリモコンでテレビの電源を入れます。 

3 テレビの IJ モコンでテレビの入力切換を巧います。 

テレビび映るまで、テレビのリモコンの[入力祝換]か[ビデオ] 
ボタンを何度か押します。 


4 巧めで電源を入れたとぎには、な下の画面び表示されます。 
画面の指示に従い、『初期設定』をしで < ださい。 

※本製品のリモコンで設定しでください。 



初期設定び終3したら放送番組び映ります。デジタル放送をお楽しみください。 
リモコンでテレビを操作するための設定ちまは【取扱説明書】をご覧ください。 
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録画巧/\—ドディスクを巧巧化する 

※録画しなレ場さは、)^下のま順は不要です。 


本製品で使用するためには、八ードディスクを巧期化する必要び 
あります。な下のメニューからの期化をしてください。 



※ネリ期化すると八ードディスクに保存されてしぶデータは 
すべでミ肖去されます。 

※一度初期化を巧ラとな陶はの巧化は必要あ0ません。 

※本製品で初期化した八ードディスクはパソ〕ンとの併用はできません。 


上で初期設定は完了です。デジタル放送をお楽しみください。 















































































































使ってみよラ 


テレビを見る 


本製品のリモコンで 
電源を入れます。 


青に点な 



2テレビのリモコンでテレビの電源を入れます。 
3テレビのリモコンでテレビの入力切換をします。 


テレビが映るまで、テレビのリモコンの[入力の換]か[ビデオ] 
ボタンを何度か押します， 


4見たい放を波にあったボタンを巧します。 



を巧す 


放送破を顶り換えます。 

总下の順に祝り換わります。 


地上デジタル己 S デジタル 


^110度 CS デジタル 
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け〜ロザ をがしでチヤンネルを還ぶ 


/Alt 

m 

m \ ■jUi 
tai im 



本製品のリモコンでチヤンネルをのり換えで 
お楽しみください。 

(アナ□グ放送とはチヤンネル塞号び異なり 
ますので、ご;主意ください。） 

《110度じ3の揚含は、 
g ボタンづチヤンネル奮号を巧します。 


番組表を見る 


※電源を入れた直後などではま I 粗表の取得に時間びかかることびあります。 


0 ei 0 

1直 g 

宜•き1 
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至お表を巧す 


見でいる放送波の塞組表が'表示されます。 




B 
D 田 B: 

aasi 

B 田田 I 

由を田 d 



〇 

塞組を選ぶ 


還んだ塞組の情報を見る 


放送波を祝り換える 

占 

前日の塞組表を表おする 

巧 

現在の塞組表を表おする 

括 

翌日の塞組表を表おする 


ホ約一覧を表示する 


録画する 


① リモコンの [ 奮組表]を押します。 

感 番組表から香組を還び、[決定]を押します。 
づ緑画予約画面が'表示されます。 


連ドラ予約 

連続ドラ7などの番組を、毎回自動的に録画予約でぎます。 

[検索タイトル]欄に表示されたキーワードでよければ 「 OKJ を巧します。ぅキーワードで検索された奮組が予約登録されます。 
X —度設定すると、畜組表データが更新されるたびに自動的に奮組表から検索され、予約登録されます。 




自動のに蓄組表の蓄組タイトルを元に検索キーワードカ*表示されます。 


このリストのラち、予約しない奮組はその蓄組を選び、「削除【ホ】 J を巧します。 
X 蓄組延長は、ネリ巧値では「する J に設定されでいます。 

蓄組延長を「しない J 場合は、「奮組延長【青】]を巧します。 


別のキーワードで探す 


検索タイトル（キーワード）を変更することにより、よりお巧みにあった巧索で予約登録することびできます 
(検索タイトルのキーワードで検索されるな象は、還巧されでいる1つのチヤンネルに巧しでのみです）。 

①検索キーワードを還び、[巧定]を巧します。 

感新しいキーワードを入力します。 

感[検索]ボタンを巧します。 


予約編集 


各項目を設定でぎます。 



録画内容を設定します。 


畜組延長録画についで 

奮組延長を「する J に設定しです約すると、スポーツ中継など録画予約した愛組び 
延長になつでち、最後まで録画します。 

録画予約した奮組の放ち時刻び遅れでも、開始時刻を自動的に調整しで録画します。 


-雷組延長によ0録画時間が重なった楊合は、巧に録画しでいる垣組を優巧します。 

•繰り返し録画（毎回設を）にはが晒しでレません。 

•奮組延長機能を「する」と設定した場合は室組情報で、 r しなしりに設をした扇合は指定したホ約 
時刻で録画管理されます。そのため、「する」で設をした楊合、室組データの更新タイミンヴなど 
によっで、ごくまれに録画に失敗することびあります。 

• 予約した登組力带面できない場ちの補償は一の出来ませんので、あらかじめご了承ください。 


繰り返し録画する 

指定した時間帯とチヤンネルを繰り返し録画します。 

毎回設定を、「毎曰」[毎週」「毎週 （ 月〜木）」 r 毎週 （ 月〜金り r 毎週 （ 月〜± )」 
から選択します。 

^番組延長設定には対耐しでいません。 


テ約をお認する 



予約を削除する 

削除したいず約を遺び、 [ 1(亦）を 
押します。 

これで選んだ予約び削除されます。 



録画した番組を再生する 

録画塞組の再をと削除は、錶画塞組リストから操作します。 

1 リモコンのを巧します。 

=>AVeL メニューか’表示されます。 
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このほかの録画-再生操作についで詳しくは、【取扱説明書】をご覧ください。 





























































































































































































































